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名取川北岸流域一帯は、市内でも遺跡の多いところとして周知されて

います。特に縄文時代の遺跡の宝庫ともいわれ、四大縄文遺跡 (三神峯

・山田上ノ台 。上野・人来田)も この地域に集中しています。また、沖

積地といわれているところは縄文時代の追跡は考えられないとされてい

た通説を覆した六反田、山口遺跡も魚川流域にあって各学徒の注目をあ

びた這跡であります。

近年、この流域一帯も市街化の影響を受け宅地化が急激に進展してい

ます。これに伴って埋蔵文化財の包蔵地にかかる開発行為も増加の一途

をたどっています。本書も宅地造成工事計画に係る発掘調査の成果を公

表するものであります。この山田上ノ台遺跡は古くから周知された規模

の大きい縄文時代の遺跡でこれまで一度も調査されたことはなく、今回

初めて解明されるにいたったものであります。

今回の調査結果は予想を大きく超え、人類の起源にまで遡る前期旧石

器時代の遺跡をも包合する一大複合遺跡であることが明らかにされるな

ど学界に大きな波紋を投げかける重要な遺跡となりました。

本書は、その成果を取りあえず速報的にまとめ公表するものでありま

すが、前期旧石器の発見によって、今後名取川流域に分布する追跡群が

学問的に新しい観点から注目視せざるを得ない段階に入ったことを意味

します。

そう云 う意味からも本小報告が多くの学兄や市民各位に活用され、今

後の文化財保護行政の発展に多くの御意見、御助言 。協力を賜わります

れば大変幸せに存じます。

昭和56年 3月

仙台市教育委員会

教育長 藤 井  黎
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I日 調査に至る経過

仙台市西部に位置する山田地区周辺は、近年仙台のベットタウンとしての発展が著しく、急

速に宅地化が進んでいる地域といえる。その中にあって、山田上ノ台遺肋は畑地としての現状

を保ち良好な保存状態にあった。昭和54年、本間物産株式会社により当遺跡地内に宅地造成計

画が立案され、提出された開発行為事前協議書にもとずき、仙台市教育委員会は開発者との協

議を行なった。その結果、開発申請予定地内の埋蔵文化財の保護に必要な措置を検討すること

を目的とした試掘調査を実施することになった。

試掘調査は開発予定地内に6× 3mの トレンチを計12ヶ 所設定し遺構確認を行なった。その

結果、台地上の各地域に住居跡・土墳・ピット・濤が分布しており、縄文時代から平安時代に

かけての遺跡であることが確認された。

試掘調査によって明らかにされた資料にもとづ き再度協議の結果、開発部分の事前調査を行

なうこととなり、昭和55年 4月 10日 より記録保存を目的とした調査を実施した。

Ⅲ.遺跡の位置と環境

1.自然的環境
山田上ノ台遺跡は、東北本線長町駅より西方約 5 km、 仙台市山田字上ノ台 2外に所在 してい

る。本遺跡の周辺地形は、北側に青葉山丘陵が西から東へ向かって延び、南側には高館丘陵が

位置している。両丘陵間を名取川が東流 しており、扇状地性沖積地を周辺に形成せしめ、太平

洋に注いでいる。

遺跡は青葉山丘陵が南側へ舌状に張 り出す小丘陵の先端部、段丘礫層を基盤とする標高50m

程の台地に位置している。この音状台地上には約35,000♂ の平坦地があり、東側には深い谷が

西側には浅い谷がはしり、台地を区画している。東側の谷及び名取川周辺は水田地帯となって

ID・ り、台地上周辺は畑地となっている。

2.歴史的環境
仙台平野を東に望む本遺跡周辺は、北側に丘陵地帯、南側に丘陵地帯と河川、東側には耕土

地帯が位置しており数多くの遺跡が分布 している。旧石器時代の遺跡は周辺では青葉山丘陵に

位置する青葉山遺肋などがあるが、縄文時代になると大規模な遺跡が形成されはじめる。上野

遺跡 。三神峯遺肋などがあり、上野遺跡は段丘に位置する約30万だの範囲をもつ大規模なもの

である。昭和51年 に発掘調査が行なわれ、縄文時代中期の住居跡等が確認 されている。弥生時

代になると沖積地の自然堤防上に遺跡が形成されはじめるが、周辺では船渡前遺肋がある。
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古墳・平安時代以降になると遺跡数も増加し多様性がみられる。古墳では裏町古墳 。三神峯古

墳がみられ、平安時代としては八幡西遺跡がある。

このように山田上ノ台遺跡の周辺には各時代にわたる追跡がみられ、仙台市西部の遺跡群を

かたちづくっている。

Ⅲ日調査の方法と経過

山田上ノ台遺跡の範囲は台地上の平坦面約35000ば である。今回、提出された開発予定地範

囲は遺跡南面約16000ド であった。調査は昭和54年 に実施 した試掘調査の結果より、全面発掘

を実施することになった。

調査の方法として,磁北を維軸とする5mを単位としたグリッドを開発予定地に設定 した。

グリッド名は南北軸にアルファベット文字・東西軸に算用数字を用いた名称を使用し、検出し

た遺構名はグリッド名を頭に付 した名称を用い、グリット名を呼称しえない遺構については通

し番号を用いた。調査区内は広範囲にわたるため、便宜的に東区・西区 。東側道路部と三地区

に分けて調査 を行なうことにした。

調査は 4月 10日 より東区から開始 した。表土層は全面を重機で排除し、後、遺構確認を北西

部より実施 し、順次北東部・南東部 。南西部へと進めた。その結果、広範囲に分布する遺構 を

確認 した。特に東区南半においては縄文時代の住居跡・土獲が密集しており、大規模な集落肋

の様相がうかがわれた。 5月 下旬より、東側道路部の調査も併行して行なうことになり、地形

にあわせて 3× 5mの トレンチを設定し調査 を行なった。その結果、急傾斜な地形ではあるが

平安時代の住居跡 。江戸時代の墓壊 。近代の井戸肋 を確認 した。 9月 6日 に調査の中間報告と

して現地説明会を開催 した。 8月 下旬の頃よリローム層中より石器が検出されはじめ、旧石器

文化層の存在が予想されたため、部分的に試掘調査 を行なった結果、旧石器時代の文化層を確

認 した。又、その後の調査で遺跡の基盤である段丘礫層より上位の層から石器が発見され、前

期旧石器の存在をも考えうるに至り、従来の調査体制とは別に旧石器調査の体制を整え、10月

13日 より後期旧石器 。前期旧石器の確認調査 を開始 した。調査はU-18区 。W-19区 を中心に

行ない、後期旧石器・前期旧石器時代の文化層を確認 した。11月 22日 に第 2回 目の現地説明会

を開催 した。旧石器調査は12月 13日 に終了した。

これらの調査結果が明らかになるにつれて、遺跡保存の問題が起り、仙台市は遺跡保存の立

場で開発狽」との話し合いを進めていった。このことから、東区では埋設土器等の取 り上げは最

小限度にとどめ、遺構 と共に保存することとし、細部にわたる精査は残すことにした。西区の

調査は西区南半の遺構確認のみを実施 した。前述の方法を用い調査は 1月 13日 に終了した。
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Ⅳ.基 本 層 序

調査区内において、第 1層 から第33層 (段丘礫層)

第 1層 厚さ10～ 40cm。 ほとんどが草木根や耕作に

よって攪乱されているが、全体的な土色は暗褐色

(10Y R%)である。縄文時代 。平安時代の遺物を

合む。

第 2層 厚さ10～ 20cm。 暗褐色 (10Y R%)。 シルト

質でしまりはない。少量のローム粒を含む。東区西

側では遺物包合層の構成層となり、多量の縄文時代

の遺物を合む。第 2層上面で確認された遺構がある。

第 3層 厚さ10～ 20cm。 にぶい黄褐色 (10Y R%)。

シルト質でしまりはない。炭化物、ローム粒を含む。

第 2層同様東区西側では遺物包含層の構成層となっ

ている。

第 4層  厚さ約10～ 20cm。 にぶい黄掲色(10Y R%)。

火山灰層への漸移層。しまりはなく、粘性に乏しい。

旧石器時代、縄文時代早期 。前期の遺物を含む。

第 5層 厚さ10～ 20cm。 黄褐色 (10Y R%)。軟質火

山灰層。しまりはあまりない。上面はやや起状 して

いる。直径 2～ 3 cmの硬いローム塊を部分的に含む。

旧石器時代の遺物を包合する。

第 6層 厚さ約10～ 20cm。 黄褐色 (10Y R%)～ 明

黄褐色 (10Y R%)。 軟質火山灰層。しまりはややあ

る。直径 2～ 3 cmの硬いローム塊を多く合む。旧石

器時代の追物を包含する。

第 7層 厚さ約10～ 20cm。 明黄褐色 (10Y R%)。硬

質火山灰層。しまりはある。直径 2～ 3 cmの ローム

塊を密に含む。直径 1～ 2 mmの砂粒を含む。旧石器

時代の遺物を包合する。

第 8層 厚さ約10～ 20cm。 明黄褐色 (10Y R%)。 硬

質火山灰層。しまりはある。直径 1～ 2 mmの砂粒を

まで確認 された。

第 1文化層

第 2文化層

第 3文化層

第 4文化層

第 5文化層

第 6文化層

第 7文化層
第 8文化層

第 9文化層

・ 石器

第 4図 基本層序模式図
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含む。旧石器時代の遺物を包含する。N23区で顕著に見られるが、他の発掘区では明瞭でない。

第 9層 厚さ約 5～ 10cm。 明黄褐色 (10Y R%)。硬質火山灰層。しまりはある。直径 2 mmの 自

色粒 (長石 ?)や第10層起源のスコリア粒を合む。旧石器時代の遺物を包含する。

第 10層 厚さ約 0～ 13cm。 橙色 (5YR%)。 直径 3 mln以 下の赤掲色スコリア粒を合む軽石質火

山灰や、暗黄褐色の砂状の粗粒火山灰層である。この層は町|1崎スコリア層」を合む固結部に相当

し、その噴出年代は
14c年
代測定によって、 31,500± 【:3;8年

BP (TH-365)か ら26,240

±l:認8年 BP.(TH-309)の 間の時期とされている (板垣ほか、1981)。

第 11層 厚さ約 0～ 5 cm。 暗赤掲色 (7.5Y R%)。 やや軟質の大山灰層。粘性があり、土性は

均―である。

第 12層 厚さ約 5～ 15cm。 黄褐色 (10Y R%)。 やや硬質の火山灰質層。しまりはある。粘性はあ

まりない。少量のマンガン粒や直径 l mm以下の白色粒、少量の石英粒を含む。黄褐色の砂粒を

多く含む。

第 13層 厚さ約 0～ 15cm。 掲色 (10Y R%)シ ルト質粘土。しまりはないが、粘性がある。多

量のマンガン粒や、黄褐色の砂、少量の石英粒を合む。部分的にマンガン粒の集積力況 られる。

第 14層 厚さ約 8～ 18cm。 黄褐色 (10Y R%)。やや硬質の大山灰質層。しまりがあり、粘性もあ

る。マンガン粒や黄褐色の砂粒を多量に合む。直径 l lnll以下の白色粒や、極少量の石英粒を合

む。

第 15層 厚さ約 0～ 5 cm。 褐色 (10Y R%)。 シルト質粘土。しまりがある。粘性は第14層 に比

べて弱い。多量のマンガン粒や、石英粒、風化 したパ ミス粒を含む。

第 16層 厚さ約 5～ 10cm。 明黄褐色 (10Y R%)。 シルト質粘土。しまりはあるが、粘性は弱い。

マンガン粒や石英粒、多量の風化したパ ミス粒を含む。黄褐色の砂を多量に合む。第15層 と第

16層 は層相がきわめて類似 しており、同一起源の層と把えられる可能性がある。

第17層 厚さ約 0～ 8 cm。 明黄褐● (10Y R%)。 シルト質粘土。しまりがあり、粘性はやや強

い。マンガン粒、白色粒、石英粒を合む。黄褐色の砂も含むが、
‐
第16層 ほど多くはない。

第 18層 厚さ約 0～ 10cm。 明黄褐色 (10Y R%)。 シルト質粘土。しまりはあり粘性は弱い。マ

ンガン粒、自色粒、石英粒や風化したパミス粒を多量に含む。

第19層 厚さ約 0～ 5 cm。 明褐色 (10Y R%)。 シルト。しまりはある。粘性は弱い。石英粒と

若干のマンガン粒を含む。第17層起源のシルト質粘土をブロック状に含む。

第知層 厚さ約 0～ 8 cm。 明黄褐色 (10Y R%)。 粘土。しまりはあまりない。少量のマンガン

粒を含む。白色粒と石英粒をやや多く含む。風化したパミス粒を含むが、第18層 に比
べ少ない。

第21層 厚さ約 0～ 15cm。 にぶい黄橙色 (10Y R%)を 基調とし、明褐色 (2.5Y R%)を 斑点

状に含む。しまりがある。マンガン粒や白色粒を含む。旧石器時代の遺物を包含する。



第22層 厚さ約 0～ 5 cm。 にぶい黄橙色 (10Y R%)を 基調とし、明褐色 (10Y R%)を 斑点

状に含む。粘土。しまりはある。マンガン粒と白色粒をわずかに合む。第21層 に層相が類似す

るが、第22層 の色調がより明度が高い点で異なる。旧石器時代の遺物を包含する。

第23層 厚さ0～ 5 cm。 黄褐色 (10Y R%)。 砂。しまりや粘性はない。多量の石英粒や少量の

マンガン粒、赤い粒子を合む。直径 4～ 5 mmの小礫を含む。旧石器時代の遺物を包合する。

第24層  厚さ0～ 10cm。 明黄褐色 (10Y R%)。 シルト。しまりはややある。粘性はない。多量

の石英粒を合む。部分的に青灰色粘土をブロック状に合む。旧石器時代の遺物を包合する。

第25層  厚さ0～ 10cm。 明黄褐色 (2.5Y%)で一部灰自色 (5Y%)を呈す。シルト。しまり

があり粘1生はない。マンガン粒、石英粒、直径 2～ 3 cmの礫を多く含む。

第26層 厚さ0～ 10cm。 明黄掲色 (10Y R%)の シルトを基調とし、浅黄色 (5Y%)の砂粒

を含む。第25層 に比べ色調は白っぽい。しまりは強く、粘性はない。石英粒を多量に合む。径

2～ 3 cmの小円礫を多く含む。

第27層 厚さ0～ 8 cm。 黄褐色 (10Y R%)。 砂。しまりや粘性はない。部分的にマンガン粒が

沈着する。直径 2～ 3 cmの小礫を合む。旧石器時代の遺物を包合する。

第28層  厚さ0～ 5 cm。 明黄褐色 (10Y R%)。 粘土。しまりや粘性がある。少量のマンガン粒

や石英粒を含む。部分的に青灰色の粘土を含む。

第29層 厚さ0～ 25cm。 浅黄色 (2.5Y%)の シルトを基調とし、灰自色 (5Y%)の粘土を含

む。南東部ではマンガン粒を比較的多く合み黒味を帯び、北西隅では酸化鉄の沈着を見、赤味

を帯びる。しまりはある。石英粒を少量含む。風化した直径 3 cmの小円礫を含む。部分的に砂

粒を多く合む部分がある。旧石器時代の遺物を包合する。

第30層 厚さ0～ 40cm。 橙色 (7.5Y R%)を 基調とし、灰白色 (10Y R%)を 含む。シルト。

第29層 より赤味をおびる。層相は第29層 に近似する。風化した小円礫を含む。下部に小円礫を

多量に含む部分がある。一部に橙色と灰白色とが互層になっている。

第31層  厚さ約10cm橙色 (5R%)の粘土を基調とし、明黄褐色 (2.5Y%)の シルトを含む。
土1生は緻密で粘性が強くしまりがある。マンガン粒は合まない。第29層 や第30層 とは層相が明

確に区別される。旧石器時代の遺物を包合する。

第32層 厚さ約 5～ 10cm。 浅黄色 (2.5Y%)の シルトを基調とし、マンガン粒、明黄褐色シル

トを斑状に合む。しまりがある。下部に段丘礫層の浮き上がりである風化した小円礫を含む。

第33層 (段丘礫層)直径 5～ 30cmの ほとんど中心まで風化した円礫である。礫間を、淡黄色 (2.5

Y%)粘土と明褐色 (7.5Y R%)粘土が斑状に埋めている。



才舌/1ヽ

1.各層の成因

第 5層 から第11層 までの層は、降下火山灰層である。なるまれに刑ヽ亜円礫や小円礫 を含むこ

とから、地表流の影響が認められる。

第12層から第32層のうち、第12層 と第14層は火山灰質であり、その色調から風化帯の可能性

がある。第29層以下の層は背後の支谷から流水により運搬堆積されたものであり、その上をお

おう第28層 から第15層の薄い各層は、支谷からの運搬堆積が弱まる過程で地表流の影響をも受

けながら堆積されたものと考えられる。

2.火山灰の対比

第10層が永野火山灰の基底部に近い層準にあたる(中川、他 1960、 1961、 板垣、他 1981)

ことから、第 9層以上の層は永野火山灰に対比されると考えられる。第10層 より下位の火山灰

については、平沢火山灰あるいは愛島火山灰に対比される可能
′性があるものの、現在のところ

不明である。

V日 調 査 の 概 要

1.調査概要

東区と東側道路部の調査では、前期旧石器時代・後期旧石器時代の文化層、縄文時代の竪穴

式住居跡・土渡、平安時代の竪穴式住居跡・土壊、掘立柱建物跡、ピット群、濤、近世の墓疲

近代の井戸跡が確認された。これらの遺構は広範囲に分布しており、特に東区南側に密集して

いる。

旧石器時代の調査は東区北西部を中心に実施 した。計200∬程の調査を行ない、遺跡の基盤と

なっている段丘礫層まで調査を進め、前期旧石器時代の文化層 4枚、後期旧石器時代の文化層

5枚 を確認 した。

縄文時代の遺構は住居跡21軒、土羨200余基 を確認 した。住居跡は全て東区南半部に位置し

台地南辺部を東西に広がる様に分布 している。住居跡相互の位置関係より3ブロック以上の地

区大別が考えられる。住居跡はほとんど円形プランを呈し、径 4m程のものが大半を占めるが

径 6mを 計る大形の住居跡もみられる。住居跡には炉が確認されており全て複式炉である。複

式炉内の埋設土器は全て大木10式であった。敷石住居が 2軒確認されている。土羨は東区全域

に分布 している。平面プランは円形を呈するものが大半を占め、径 1～ 2m程のものがほとん

どである。平面・断面の形態から5類に大別することができる。



平安時代の遺構は住居跡 4軒・土羨 7基 を確認 した。住居跡は東区中央部 。東部・北東部・

東側道路部と散在している。4軒の住居跡とも隅丸方形のプランを呈し、一辺 4m内外の規模の

小さなものである。土羨は東区に点在している。平面形は円形や楕円形を呈し、規模は大形の

もので径 2m程、小形のもので径60cm程 である。炭化物・焼土を多量に検出したものがある。

掘立柱建物跡は 3棟確認 した。ピット類が東区全域に密集 して分布 しており、さらに多くの

建物跡が発見される可能性がある。確認 した建物跡は方向・規模に統一性はみられなかった。

柱穴からの出土遺物はほとんどなく時期は不明である。

濤は東区全域にわたり21条確認 した。ほとんどの濤は調査区外へ延びており性格・時期と不

明な点が多いが、東区東側では濤が二重にまわる方形状の追構が確認されている。

墓竣は東側道路部の中央部に 3基確認された。方形と円形の掘 り方が確認された。副葬品と

して煙管・クシ・柄鏡が出土している。墓標等から江戸時代中期のものであることが確認され

た。

井戸跡は東側道路部東側で 1基確認 した。径 4m程の円形の掘 り方をもつ石積みの井戸であ

る。曲物・ヒシャク・電球が出土 し、近代のものであることを確認 した。

その他確認できたものとして、東区北側部と東側部の二地点で遺物包合層を確認 した。縄文

時代中期の遺物を包合 している。

西区の調査は遺構確認のみを行ない、南側南辺部を東西に広がる様に分布する大形の円形の

落ち込みを12箇所、石組を4箇所、西区に散在するように小形の円形の落ち込みを20箇所、西

区東側から西側の調査区外へ延びる広範囲にわたる落ち込みを 1箇所確認 した。これらはそれ

ぞれ、住居跡・土渡・遺物包含層と考えられる。

今回の調査で出土 した遺物は縄文時代中期を中心として多大な量にのぼる。未整理の状態で

あるので詳細は不明である。

旧石器時代の遺物は前期旧石器・後期旧石器を合わせて計200点程出土 している。器種とし

て、前期旧石器ではチョッピング・トゥール・楕円形石器・ポイント・剣片などがあり、後期旧

石器では石斧・スクレイパー・石刃・剥片・石核などが出土した。

縄文時代の遺物は縄文時代早期から後期のものまで確認されており、中期の土器が大半を占

めている。器種は深鉢・浅鉢 。重などがあり、石器類では石鏃・石匙・石斧 。石錐・磨石・敲

石・石皿などがある。

平安時代の遺物ではロクロ土師器郭・甕、須恵器 lTh・ 甕、円面硯の脚が出土している。



2.旧石器時代

(1)調査経過

8月 下旬から9月 上旬にかけて、縄文時代以後の遺構壁面や風倒木痕等から断片的に旧石器

が発見され、旧石器時代文化層の存在が予測された。そこでN23区、 R17区 、 S21区 、 SoT

19区、 S・ T17区 、 V o W18区 (第13図 )を設定し、 9月 8日 から調査を開始した。一部不整

形なトレンチを設定せざるを得なかったのは、縄文時代以後の遺構が未調査であったことによ

る。

R17区、 S・ T19区 、 S・ T17区 、 V・ W18区 は第 4層 から第 6層上面まで調査 したが、第

5層上面、第 6層上面から石器が出土した。 S21区は第 6層 から第 7層上面まで調査 したが、

石器は出土 しなかった。 N23区は第 4層 から第 9層上面まで調査 したが、第 5層上面、第 6層

上面、第 7層上面、第 8層上面、第 9層上面から石器が出土 した。

以上の調査結果の報道関係への発表を9月 30日 に予定していたが、当日、 U18区のほぼ全域

を占めていた風倒木痕の地表下約1.5mの底面、およびW19区 に北東部に位置していた縄文時代

の土墳壁面から、各 1点ずつ旧石器が発見された。これらはいずれも約二万数千年前から約二万

数千年前の年代が与えられている川崎スコリア層をはるかに下回る層準に帰属していたため、

前期旧石器に属するものと判断された。

当市ではこの重要性にかんがみ、東北大学文学部芹沢長介教授に調査指導を依頼するととも

に、宮城県教育庁文化財保護課、東北歴史資料館、東北大学文学部考古学研究室、石器文化談

話会に協力を依頼 し、10月 13日 からU18区 、W19区 の二地区の調査を開始 した。 U18区では第

5層上面、第 6層上面、第 7層 上面から後期旧石器が出土した。前期旧石器は11月 15日 から両

地区で出土 し始めた。 U18区では第21層 中、第21-27間層上面から出土 した。W19区 では第21

層上面、第22層上面、第23層上面、第24層上面、第27層上面、第29層上面、第31層 中から出土

した。

上記の調査と併行 して、12月 9日 から調査区各層の微起伏を把握するため、ハンドオーガー

を用いて調査を行った。

12月 13日 に旧石器に関する全ての調査を終了した。

12月 16日 には現地で、発掘調査の資料に基づく、考古学、地質学、土壌学、地理学の各分野

の研究者による山田上ノ台追跡の追跡検討会を実施 した。

なお、調査中には関係諸分野の研究者の助言を適宜得、調査の参考とした。



(2)発掘調査結果

1.発掘区の層序

今報告ではU18区 とW19区 の層序に限定して述べる(第 5～ 7図 )。層名は基本層序に基づく。

W19区西壁の層序 (第 5図)の特徴

1.段丘礫層上面は北から南へ緩やかに傾斜しており、礫層上面の起伏は殆ど認められない。

2.第30層 が北寄りに厚く、南に傾斜しながら、しだいに薄く堆積している。

3.第 29層 が第30層 の傾斜面にやや厚く堆積している。

4.第 30層 および第29層 と第14層 の間を10枚の薄い層が埋めている。

U18区西壁の層序 (第 6図)の特徴

1.段丘礫層上面は南から北へやや傾斜している。

2.段丘礫層上面から第27層 までの各層の起伏が激しい。

3.第21-27間層以上の層はほぼ安定した堆積状況を示している。

4.第 21層 と第27層の間を第21-27間層としたのは、これらの上層の一部が基本層の第22～

26層の一部の層に対応していることと、W19区の第22～ 26層の傾斜の延長上で最も低い位置

にあることから、第22～ 26層の再堆積層である可能性があるのでこのように記載した。この

層の層相は次のとおりである。

明黄褐色 (10Y R%)の 粘土を基層とし、明黄褐色 (10Y R%)シ ルト質粘土、砂質シル

ト、浅黄色 (5YR%)シ ルトがレンズ状に入り込んでいる。全体にマンガン粒、石英粒を

含む。                           、

W19区南壁の層序 (第 7図)の特徴

1.礫層上面は東から西へ傾斜している。第32層 から第10層 の各層は、この傾斜にそって平

行に傾斜している。

2.第 29層 が東に薄く、西に厚く堆積している。

2.遺物出土状況

個々の遺物の属性観察結果は第 1表でまとめて扱う。

第 1文化層 (第 5層上面)

R17区 、 S・ T19区 、 S・ T17区、V・ W18区、U18区で、尖頭器、石刃、石核、チップが

総計30数点出土した。散漫な出土状況を示す。



痙

第 5図 W-19区西壁断面図

第 6図  U-18区西壁断面図

♀        !        ?m

第 7図  W-19区南壁断面図



第 2文化層 (第 6層上面)

N23区、R17区、 S・ T19区、 S・ S17区、V o W18区、U18区で、ナイフ形石器(?)、 石

斧、スクレイパー、石刃、剣片、チップが総計70数点出土した。石器は、 S・ T17区 の南寄り

とV o W18区の中央からやや西寄りとに、平面形が3× 2mの楕円形状のまとまった出土状況

を示す。

第 3文化層 (第 7層上面)

N23区 とU18区で総計 6点出土した。石核、剣片、チップがある。

第4文化層 (第 8層上面)

N23区 で石斧が 1点出土した。

第 5文化層 (第 9層上面)

N23区で象」片が3点出土した。

第 6文化層 (第21層上面、第24層上面の一部)

W19区 で確認した。第20層 を掘り上げた段階で、区の耳ヒ西半分に24層 が、南東半分に21層が分

布 した。この面は耳と及び北東方向から石器が分布する南西方向へ緩やかに傾斜している。その

高低基は約35omで ある。No19、 No22の石器は第24層上面から出土し、No10、 Nαll、 配12の 石器

は第21層上面から出土した (第 8図 )。

。14

つ13

卜

け

／

４

１

第24層

。18

ェ012bri

。 No 19

。No 22

第21層

咆
配 No10

0        1       2血

第 8図  W-19区第 6文化層

註)石器はNo付番号で、
礫は素番号で示した。
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第 9図 W-19区第 7文化層

第10図  U-18区第7文化層
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一翻　。４４
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0        1        2m

第11図 W■ 19区第 3支化唐

第12図 W-19区第 0文化層



第 7文化層 (第 22層上面、第23層上面、第24層上面の一部、第21-27間層上面 )

W19区 とU18区で確認 した。

W19区 では第21層 を掘 り上げた段階で、区の全面に24層 が広がり、北東と南西を結ぶ部分に

第22層 、第23層 が分布 した。この面は,ヒ西方向から北東と南西を結ぶ部分に向って緩やかに傾

斜 し、再び東及び北東方向に高くなっている。前者の高低差は約30cm、 後者は約20cmで ある。

No13、 No14の 石器は第22層上面、No15、 No16、 No17の 石器は第23層上面から、No18、 No20、 No

21の石器は第24層上面から出土 した(第 9図 )。 No19、 No22の 石器は第 6文化層にも含めて記載

してあるが、それは今回の調査範囲で、これらの石器の帰属文化層を結論づける充分な資料が

得られなかったことによる。

U18区では第21層 を掘 り上げた段階で、第21-27間層がほぼ全面に分布 した。No24、 No27、

No28、 No30、 No31の 石器がこの層の上面から出土 した。No28を 除 く石器は区の中央からやや南

東寄りにまとまって出土した (第10図 )。

第 8文化層 (第 27層上面 )

W19区で確認 した。第24層 を掘 り上げた段階で、区の北西半分に第29層 、第30層 が、南東半

分に第27層 が分布する。東寄りには第31層 が見え出している。この面は区の北及び南東から南

西に向って緩かに傾斜 している。No32、 No33、 No34、 No35の 石器が第27層上面から出土 した(第

11図 )。

第 9文化層 (第 29層上面 )

W19区 で確認 した。第27層 を掘 り上げた段階で、区の北西部に第30層 、北西部と南半部に第

29層 が分布する。No36、 No37、 No38の石器が第29層上面から出土 した (第 12図 )。

(3)各層の微起伏調査

第 1層 から第33層 の各層理面および段丘礫層面の微起状 を把握することを目的に、次の方法

で行った。

調査手段として、刃先の直径10cmの ポス トホール型ハンドオーガーを用いた。台地を横断・

縦断するように、東一西 。南―北・北西―南東と3本のラインを設定し、その線上の22地点を

調査 した。第13図はその調査結果である。No 2・ 3・ 4・ 5。 22の土層柱状図は、U18区 とW

19区の発掘調査による層序である。試料の分析は基本層序に基づいたが、それに該当しない層

には新たに番号を付 し註記した。ハンドオーガーによって採集される試料は、刃先によって“乱

した層"であることから細かい基本層との対比は困難であるが、特に10層 および段丘礫層上面

は特徴的な層相を持つことから、非常に有効であった。



調査結果から次のことが明らかとなった。

1.段丘礫層上面は巨視的に見てほぼ平坦である。しいて言えば、

やや高く、U18区 。W19区近辺がほんの少し低くなっている。さ

寄りの西方部から東方部に向かってしだいに低くなっている。

2,第10層は殺hre層面の微起伏とほぼ同じように堆積している。

調査区の南半部と北西部が

らに調査区中央よりやや北

S・ T-1

R-17区

14               15     16       17         18          19         20

第13図 旧石器調査区及びハンドオーガニ調査地点



第 14図 北西一南東ライン土層柱状図

第 15図 北―南ライン土層柱状図

い  旧石器の年代

今回の調査では、大山灰層中に第 1～ 9の文化層が確認されたが、第 6～ 9の文化層には約

2.5～ 3.5万年前をさらに遡る年代が与えられた。 3万年前を遡る文化の存在について諸説があ

るがここでは芹沢氏の時代区分 (芹沢 1962)、 に従って述べる。

第 1～ 4の文化層は後期旧石器時代に属するものである。今から約 3万年前後の年代が与え

られる第 5文化層出土の石器は剣片 3点にすぎないが、それらの形態には次の特徴がある。第

1に長さに対し幅が広い。第 2に打角がやや大きく、背面に自然面を残すものがある。将来こ
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①

②

③

④

⑤

⑥

④

③

第16図 西―東ライン土層桂状図

青灰色。粘性 。しまりがある。

雑色。  F少 がまじる。

①、②は第16層 ～第20層 ?

赤 ,́ぽい。しまりがない。砂、礫が混じる。

白っぱいo砂質シルト

◎、④は24～ 25甲 ?

白っばい、一部赤い。粘性はやや強い。

⑤は31層 ?

上位は粘性強、下位にいくほど砂質。

風化礫がまじる。

黄掲色(10Y R%)。 砂質シルト。

⑥、⑦は32層 ?

直径 5～ 8 cmの礫、砂で構成される

再堆積層。

の時期の資料が豊富になれば、この石器の所属時代は自ずと決定されよう。第 6～ 9の文化層

は前期旧石器時代に属する。石器はいずれも粘土、シルト質粘土、シルト、砂層の層理面及び

一部層中から出土 した。石器と併出した礫 とは明確に区別される。というのは、石器の石材は

多様で、多くが礫と一致せず、礫は流水で搬入された円礫、亜円礫、風化の著 しい円礫である

からである。また、各層の微起伏調査から礫が自然の営力で破砕されることも考えられない。

石器の出土量は総計30点 ときわめて少ないが、次の特徴がある。石器の内容から第 6～ 8の文

化層出土石器と、第 9文化層出土石器と二群に分けられる。前者には、背面の一部に自然面を

残す景」片、剣片素材のポイント、礫および景」片素材のチョッピング・ トゥール、スクレイパー、

チップ、石核、節理面を残 した礫・礫片を素材にした二次加工がある石器などがある。それら

には交互景」離技術や両極鉄」離技法がみられる。後者には二次加工がある石器、剣片と礫片素材

の大形で重量のある楕円形石器がある。前者は断片的に報告されている中部ローム中に包合さ
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れていたという石器群に類似 し、後者は早水台遺跡出土の石器に類似 している。

これらの石器の年代を問題にする時、この段丘礫層の形成時期がかかわつてくるが、この段

丘礫層に関して現在二つの考え方がある。即ちこれを上町段丘の段丘礫層 (田 山 1933、 中川

他 1960、 1961)と するものと台ノ原段丘の段丘礫層とするもの (中田他1976)と である。中

)||(1961)に よると、上町段丘は関東地方の武蔵野段丘面に対比され、台ノ原段丘は下末吉段

丘面に対比されている。町田・鈴木 (1971)に よれば、下末吉段丘面の形成時期はフィッショ

ン・ トラックの年代測定により 12～ 13万年前とされ、また、杉原他 (1972)や町田・鈴木 (1971)

にもとづけば、武蔵野段丘面の形成時期は 5～ 10万年前と考えられている。今後山田上ノ台の

段丘礫層の堆積時期が決定されれば、前期旧石器の年代も出土層準の位置からそれに近い年代

が与えられることが予想される。
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3口 縄文時代

(1)縄文時代の住居跡

N-21住居跡

遺構の確認 : 東区中央部やや西寄 りに位置 し、N-20・ 21、 O-20。 21区の第 2層上面で確

認された。

重複・増改築: 確認されなかった。

平面形・規模: 平面形は、長軸約4.4m、 短軸約 4mのやや楕円形である。長軸方向は、ほぼ

南東―北西である。

堆積土: 住居跡内の堆積土は次の 5層 に大別される。

1層 (褐色シルト層) 最上層である。住居跡の北東部分にのみ確認された。

2層 (暗褐色シルト層)住 居跡の中央部に堆積 しており、ローム粒や炭化物を多量に合んで

いる。多量の一括土器が出土しており、住居跡内の他の堆積土中の遺物量よりかなり多い。

3層 (炭化物層) 住居跡の西狽」に厚く堆積しており、極めて多量の炭化物粒、炭化物片を合

んでいる。

4層 (褐色シルト層)住 居跡全体に堆積 しており、壁際に近づくにつれて厚 く堆積 している。

ローム粒を多く含んでいる。

5層 (暗褐色粘土質シルト層) 住居跡壁際の床面に堆積 している。

壁: 第 2層、第 3層、ローム層を壁としている。立ち上がりは全体的に急角度であり、現存

の壁高は30～60cmで ある。

床面: ローム層を床としている。平坦で堅い。

周溝 : 炉の部分を除いてはほぼ全周 している。幅約15～ 30cm、 深さ約10～15cmで断面形はU

字形である。周濤の底面は平坦でなく凸凹している。

柱穴: 床面および周濤から18個のピットが検出されているが、いずれも柱痕跡は確認されな

かった。ピットの大きさ、深さ、堆積土などをもとに検討 した結果、Pl・ P2・ P3・ P4・ P5が、ピツ

トの径が30cm前 後、深 さが50cm以上で、堆積上が暗褐色土と共通しており、炉を中心とした配

置が考えられ、これらは、本住居跡に伴なう柱穴と考えられる。

炉: 住居跡内南東側に、土器埋設石組部と石組部および掘 り込み部からなる炉が検出された。

長さ約 170cm、 最大幅約100cmで ある。土器埋設石組部および石組部に火熱を受けた痕跡が認め

られた。

その他の施設: 住居跡中央部やや北寄りに、焼土のつまった浅い落ち込みが検出された。規
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第3表  N-21住居跡土層観察表
層    位 層No 上 色 土   骨 備

第  1 層 10Y R%(樹  色)

第  2 層
75YR%(暗 問色) ル   ト ローA粒、焼土粒、炭化物 を多壁に含む。 多量の一括上器出土

3 75YR/(H音 調 色) ,レ  ト ローム粒、炭化物 を含む。一括上器出土

第  3 層 10Y R% 黒 縄 色 ) シ   ,レ    ト 極めて多量の炭化物 を含む。

第  4 層
5 10Y R% fk  色) ザレ ト ローム粒 を多量に合と

6 10Y RP` 明 fhJ色 ) ル  ト ローム粒を含む。

7 10Y R% fh  色)

第  5 層
8 75YR%(Jと rk色 ) 粘土質シル ト ローム粒、炭化物 を少量含む。

9 75YR%(‖ き鶴色) 粘土責 シル ト ローム粒を少量合む。

ビ′ト 第 1層 10 75YR%(暗 lt色 ) ル  ト ローツ、粒 を多壁に含む

第 2層 11 75YR%(明 赤fb色 )

第 4表  N-21住 ピット観察表

形 状 格    円 格    円 円 精    円 F〕

大きさ 堀 方

上色 75YR%暗鶴 5YR%明赤拙 75YR%Iき悟 5YR%明赤褐 ′5V R/晴褐 75YR%1士偶 75YR%I音偶 75YR%'き鶴 7 5YR/暗褐

上性 粘 ■ 質 シル ト

混  入  物 炭化物少量 ローム村 炭化物少盤 ローム粒 ロー′、粒

格   Fl 術  円 格  円 怖  円 脩  円 惰  円 格  円 格  円 楕  円

掲 方

堆横■ 土色 7 5YR%暗 tt 10Y R%暗鵜

上性

模は53cm× 37cmの楕円形をしており、かなりの火熱を受けている。これは地焼炉の可能′性が考

えられる。

O-24住居跡

遺構の確認: 東区中央に位置 し、 O-24・ 25、 P-24・ 25区の第 4層上面で確認された。

重複・増改築:  O-24a・ b土羨、O-25土壌と重複する。本住居跡は、O-24a土竣に切ら

れ、O-24b土 竣、O-25土獲を切っている。

平面形 。規模: 平面形は、径約3.5mの ほぼ円形である。

堆積土: 住居跡内の堆積土は次の 4層 に大別される。

1層 (暗褐色シルト層) 最上層である。住居跡中央部および 2層の凹んでいる部分で確認さ

れた。

2層 (炭化物・焼土層) ほぼ床面全域を覆 うように堆積 しており、極めて多量の炭化物・焼

土を合んでいる。

3層 (褐色粘土質シルト層) 同濤内にのみ確認された。

4層 (黄褐色粘土質シルト層)細 砂粒を合む層で、周溝底面に薄 く堆積 している。

壁: 第 3層、ローム層を壁としている。立ち上がりは急角度であり、現存の壁高は 5～ 15cm

である。
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第25図  N-21住居跡出土土器実沢」図

第 5表  N-21住居跡出土土器誰記表

欝

態
馨
熊
∝∈

図   版 実測図No 出土耳犬況 外 面 施 文 ・ 調 整 内 面 調 整

図版7-3 25図 1 第 1層 縄文 (LR)縦位斜位回転 隆線文→沈線文→調整 横位調整 (ミ ガキ )

-6 25図 2 辞逹 設土器
縄文(LR、 RL)横位。縦位・斜位回転・付加縄文 (RL
十L)横位・斜位回転・隆線支→沈線文→調整

維位調整 (ミ ガキ)封黄位調整 (ミ ガキ )
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第26図  O-24住居跡実沢」図

第 6表 O一別住居跡土層観察表

0           1           2m

考

ホお上質ンル ローム粒 を含む。

格土質 シル ト

炉 第 1層

炭化物を合も。

第 7表  O-24住居跡ピット観察表
3 5 6 8 10 (1

階    円 指    円 FH    円 脩    円 倍    円 格    円 格    円 精    円 格    円 円

15

堆積i
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第27図  O-24住居跡出土土器拓影図

第 8表  O-24住居跡出土土器註記表
実測 EXdNo 出土状況 外面施文 調整 内 面 調 整 備

1 第 1層 ffE文 (LR)4黄位回転 横位調整 (ナ デ) 胎土中に繊維混入

2～ 5 第 2層 縄文 (RL)横位回転→沈線文→調整 縦位調整 (ナ デ)一 1費位調整 (ナ デ) 同一個体

第 2種 沈線文→調整 横位調整 (ミ ガキ)

床面: ローム層を床としている。平坦で堅い。

同溝: 住居跡を全周 している。幅約15～ 30cm、 深さ約10～ 45cmで ある。断面形はU字形であ

る。また、北狽Jでは底部が段を形成し、底面が10cm以上のレベル差を示 している。

柱穴: 住居跡内より11個のピットが検出されているが、いずれも周濤内である。柱痕は確認

されなかった。ピットの規模、堆積土などをもとに検討 した結果、P2・ P3・ P4が、ピツトの掘 り

方の径が20～ 30cm、 深さ46cm以 上であり、炉を中心とした配置が考えられ、それらは、本住居

跡に伴なう柱穴と考えられる。

炉: 住居跡内南側やや西寄 りに、土器埋設石組部と石組部からなる炉が検出された。長さ約

150cm、 最大幅約80cmで ある。土器埋設石組部は、石組部が破壊されており、 2個の石しか残存

しなかった。

(2)縄文時代の上境

縄文時代に属すると考えられる土壌は、形態的に次の表のように大別される。

本文では、 1類から4類までの代表的なものをとり上げておきたい。

1類: P-21d土 境

遺構の確認: 東区中央やや西側に位置し、 P-21区の 3層上面で確認された。

遺構の重複: 南東部をピットによって切られている。



第9表 土境分類表
平面形 断面形 平面形 断面形

１
　

　

類

2

a

類

/

ヽ

2

b

贖

３
　

　

類
〇

４
　
ａ

類 ―

４

　

ｂ

一穀
〇 り`

「

５
　

　

類

上記の分

類以外の

もの

形態・規模: 平面形は、径約45cmの 円形である。深 さは40cmに達する。壁は底面からオーバ

ーハングしながら立ち上がるが、上半部は崩落 している。

2b類: K-28土 境

A―

遺構の確認: 東区東南隅の南東斜面に位置し、 」-27・ 28、
K-27・ 28区のローム層上面で確認された。

遺構の重複: 北東側でK-28住居跡と重複している。本土装
がK-28住居跡の周濤を切っている。

形態・規模: 平面形は径約2.05mの円形である。深さは北西
側で80cmに達する。壁は底面からややオーバーハング気味に立

ち上がる。また、底面中央部に、39cm× 35cmの ほぼ円形で、深

さ1l cmの ビットを有している。

2類は、いわゆるフラスコ状土娠と呼称されるものである。

3類: S-18a土 境

A三
5,000m

性 コ _す ____lm

第28図  P-21d土境実測図

形態 。規模: 平面形は、径約1,00mのゆが

んだ円形である。深 さは51cmに達する。

2a類 : Z-17a土 壊

遺構の確認: 東北北西隅に位置 しており、
Z-17区 の 3層中で確認された。

遺構の重複: 他の遺構との重複は認められ

なかった。

― B

A螢 '300m

m

第29図  Z-17a土塘実演」図



遺構の確認: 東区西端部に位置し、 S一

18区の第 2層上面で確認された。

遺構の重複: 他の遺構との重複は確認さ

れなかった。

形態・規模: 平面形は、確認面では 172  A一

cm× 100cmの楕円形であるが、底面では、110

cm× 28cmの長方形である。深さは165cmに

達する。壁は底面からほぼ垂直に立ち上が

っている。上部は、崩落のためか、角度が

ゆるやかになっている。

3類は、いわゆる落 し穴 (Tピ ット)と

呼称されるものである。

4a類: L-22e土 境

遺構の確認: 東区中央やや南寄りに位置

し、 L-21・ 22区の第 3層中で確認された。

A暫 '900m ― B

0          1m

第31図  S-18a土 境実測図

0              1m

第30図  K-28土娠実測図

遺構の重複: 】ヒ側で L-22d土羨、東側でピットと重複す

る。いずれも本土壌を切っている。

形態・規模: 平面形は156cm× 80 cmの長方形であるが、南

西部が一部崩落 している。深さは71cmに達する。壁は底面か

ら急角度で立ち上がっている。

4b類:  N-26a土媛

遺構の確認: 東区中央部やや南寄 りに位置 し、 N-25。 26

区のローム層上面で確認された。

遺構の重複: 他の遺構との重複は確認されなかった。

形態・規模: 平面形は、127cm× 75cmの 隅丸の長方形である

が、北側が崩落 している。深さは77cmに達する。壁は底面か

ら急角度で立ち上がっている。底面中央やや東壁寄 りに、17

cm× 10cmの楕円形で深さ29cmの東側に向かって斜に掘 り込ま

れたピットを有する。

A竪 '600m

― B
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第33図  N-26a土 媛実測図

第lo表  S-18a土境出土石器誰記表
0          1

第32図  L-22e土境実測図

坐す_____二_____二いCm

第34図  S-18a土壊出土遺物実測図

第11表  S-18a土壊出土土器註記表
図   版 実測 lXINo 出上状況 外 面 施 支  ..tl整 内 面 調 率

34図  ] 堆積上下部 沈線文→隆線文―撚糸文 (R)一調整 横位 .ltl整 (ナ デ)
2 堆機上下割

`

隆線文→沈線文一調整 横位調整 (ミ ガキ)
3 堆積上下部 継文 (LR)横位同転 隆線文→沈線支→調盤
堆穣上下削

`

翠こ支(LR)縦 lF回転→沈線文→調樫 不  V〕
5 第 1坪 撚糸支 (L)→沈線文→調整 横位調整

判倣 3-1 351メ I ユ 雅 稲 十 中 撚糸文 (R)→沈繰文→束1突支― .t躍 縦位調整 (ミ ガキ)一機位 .ll整 (ミ ゲキ)
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第35図  S-18a土境出土遺物実沢J図 0            5           10cm

(3)遺物包含層

東区内で 2箇所の遺物包含層が確認された。東区北側谷部に分布するものと、東区西側のや

や北寄りに分布するものである。

谷部包合層は、V～ X-23～ 26区に見られる。調査区の北イ員1へ広がる可能1生がある。遺物は

縄文時代中期初頭が中心となっており、前期後半および中期後半の遺物が少量混在している。

遺物包合層と、谷部の他の遺物を多く含まない地区の堆積土層との区別は困難であった。遺物



の出土状態には方向性、規則性は認められなかった。また層毎の遺物の相違も認められなかった。

東区西側の包含層は、 P～ U-17～ 22区の第 2層であり、多量の遺物がまとまって出土 し、

また復元可能なものや、大破片が多いことなど、他地区の第 2層 には見られない特徴が認めら

れたため、遺物包含層として取扱った。出土遺物は、縄文時代中期末葉が中心であり、中に後

期初頭の遺物が少量混在 している。他地区の第 2層 との区別は困難であったが、遺物包合層と

認められた地区では、他地区よりも厚 く堆横 していた。また遺物の出土状態に方向性、規則性

は認められなかった。

4,平安時代

(1)平安時代の住居跡

T―並庄居跡

遺構の確認: 東区北東部の台地東側傾斜上端に位置 し、T-32区 のローム面で確認された。

重複 。増改築:  T-32b土疲、T-32濤状遺構 と重複 している。本住居跡が両者を切ってい

る。 T-32濤状遺構は、形状より煙道とも考えうるが、焼け面、焼土が認められなく不明であ

る。

平面形・規模: 平面形は、長軸3.5m、 短軸3.3mを 計る、隅九方形である。長軸方向は、ほ

ぼ北―南である。

堆積上: 住居跡内の堆積土は、 3層確認 された。

1層 (褐色シルト層)住 居跡全体を覆 うように堆積している。火山灰粒を含む。

2層 (暗褐色シルト層)住 居跡壁際から床面にわたり広 く堆積 している。

3層 (褐色粘土質シルト層)住 居跡壁際、床面に部分的にみられる。東壁際では多量の焼土

炭化物を含む。

壁:  ローム層を壁としている。立ち上がりは全体的にゆるやかである。現存の壁高は、約10

～30cmである。

床面: ローム層を床としている。平坦で竪い。

周溝: 確認されなかった。

柱穴: 床面でH個のピットを確認 したが、深さ等から柱穴と考えられるものはなかった。

カマ ド: 住居肋東壁南側に付設されており、燃焼部のみ確認された。規模は、奥行60cm、 最

大幅80cm、 残存高20cmを 計る。カマ ド袖部は、20～ 30cmの礫 を「ハ」の字状に配 した石組で構

築されている。石組下面には、黒色土が見られ、石組の PD・ さえと考えられる。燃焼部床面は、
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第36図  T-32住居跡実測図

第12表  T-32住居跡土層観察表
層  位 層No 土   色 土   性 傭 考

第 1層 10Y R%(褐  色) 10Y R%O麦 黄橙)シ ルト(火山灰?)を粒状に合む。

2 2 10Y R%(暗 褐色) 焼土炭化物 を含む。

3 3 10Y R/(暗 褐色) 粘土質シル ト 東壁際で多量の焼土 床化物を含む。

全体的に赤褐色を呈しており、ゆるやかに壁へ立ち上がる。煙道部、煙出し部は、

く不明であった。

その他の施設: カマ ドの南側に50cm× 60cm程 の不整形のビットが確認された。ピ

ロクロ土師邪が出土しており、位置、形状より貯蔵穴と考えられる。

T+
― B 33

肖ゝ平 が著 し

ット内より
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第37図 T-32住居跡出土土器実測図

(2)平安時代の上境

L-25a土境

遺構の確認: 東区中央部やや南寄りに位置し、K

-24。 25、 L-24。 25区のローム面で確認された。

遺構の重複:  L-25住居 。M-25住居 。L25b

土竣と重複 している。全ての遺構を切っている。

形態・規模: 平面形は楕円形を呈し、長軸210cm、

短軸160cmを計る。底面には更に100×80cm程 の楕

円形の落ち込みがあり、壁は円形を呈する緩やか

なテラスとなり立ち上っている。

出土遺物: 堆積層中より須恵器イ片が出土 して

いる。土墳底面に密着 して多量の炭化物が検出さ

れている。

0        1        2 nl

第38図  L-25a土 境実測図

第13表  T-32住居跡出土土器註記表
FX」 版 実測図Nα 種  別 器κ電 出Jや兄 体 部 外 面 底部外面 内 面

図版ユO
37図 1 土師器 邸 貯蔵フく ロクロ調整 回転糸切 り ロクロ調整一ヘラナデ→黒色処理

2 土師 rik 邸 貯蔵久 ロクロ調整 回転糸切 り ロクロ調整― ミガキー黒色処理

3 土師器 甕 カマト ロクロ調整→ヘラケズリ ロクロ調整



Ⅵ日まとめと今後の課題

山田上ノ台遺跡の今回の発掘調査で得られた成果と今後の課題は、次のようになる。

1.前期旧石器時代、後期旧石器時代、縄文時代早期、前期、中期、後期、平安時代、近世に

亘って各時代の遺物・遺構が検出された。

2.a。 前期旧石器時代の文化層が 4枚確認された。

b.後期旧石器時代の文化層が 4枚確認された。また、約 3万年前前後に属する文化層が

1枚確認された。

c 旧石器時代各層の石器群は、層理面上にはりついた状態で出土することが多く、原位
置を極めて良好に保持 している。

3.旧石器時代の両時代を通して人間の生活の痕肋 を残す遺肋は、現在他に例がなく、これら
の成果は、これまで明らかにされている中部ローム、下部ロームに属する石器群研究に新 し

い資料の提供をなし得ると考えられる。

4.縄文時代以降の検出された遺構は、台地上の平坦面から東～南斜面にかけて濃密に分布し

ている。

5。 a.縄文時代では、住居跡、土羨、遺物包含層が検出されている。

b.住居肋は21軒検出されているが、全て大木10式期に属するものと考えられる。

c.土羨は約200基検出されている。

d.遺物包含層は、 2箇所確認されているが、縄文時代中期が中心であり、少量の縄文時

代前期、後期の遺物が混在している。

6.a.平 安時代では、住居跡、土羨、遺物包含層などが検出されている。
b.住居跡は 4軒検出されているが、全て表杉ノ入式期に属するものであると考えられる。
c.土壊は 7基検出されている。

7.近世では、江戸時代の墓羨が 3基検出 されている。

8.時期不明のものとして、掘立柱建物跡 3軒、濤21条 が検出されている。
9.旧石器時代の各文化層の性格を把握するためには、出土遺物量が不足 しているため、今後、
より広範囲の発掘調査が必要である。

10.今後、火山灰の標式火山灰との対比、段丘の形成時期の解明、旧石器時代の自然環境の復

原などが必要である。

11。 今後の整理作業の中で、住居跡のあり方、大木10式上器の詳細な検討がなされ、この地域

における縄文時代中期末葉の文化を解明する糸口がつかめるものと思われる。
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3.W-19区西壁

4.U-18区西壁

5.W-19区南壁
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6. ∪-18区第 7文化層

石器出土状況

7.U-18区第 7文イし層No.2

石器出土状況

8.W-19区第 7文化層No.6、 8

石器出土状況
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9.V-18区第 1文化層
石器出土状況

10.N-21住居跡全景

(南東より)

11.N-21住居跡遺物出

土状況 (南東より)

響 晏



一薄

12.N-21住居跡炉断面

13.N-21住 居跡炉

(南東より)

14.O-24住 居跡全景

(南より)
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15.O-24住 居跡炉

(南 より)

16.0-24住 居跡炭化物

出土状況 (東より)

17.M-3C庄居跡全景

(南東より)
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18.L―愛住居跡全景

(南東より)

19.P―贅住居跡炉

(東より)

20。 M-21住居跡遺物出

土状況 (東より)



21.P-21d土壌全景

(北より)

I-24土媛セクシ

ョン (東より)

」-26a土媛全景

(南より)
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」-24d土壊金景

(南より)

25.X-22a土境全景

(北より)

S-18a土媛全景

(南より)
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27.N-26a土境全景

(南より)

28.O-29c土境全景

(南より)

T-32住居跡全景

(西より)
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30。 L-25a土境全景

(西より)

31.東区谷部包含層

(西より)

32.東側道路部発掘状況

(東より)
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醗.� 00縦鱗り
第 5・ 6。 7・ 8。 9。 21層上面出土石器



|
第21・ 22・ 23・ 24層上面出土石器 縮尺 :約%



華籍

-27間層上面出土石器第21層中・第24・ 21
縮尺 :約%
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第21-27間層。第
"層
上面出土石器 縮尺 :約%(30、 31、 32、 34、 3働

糸|× 2(33)



図版37
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図版38

谷部包含眉

I-24住居跡

N-21住居跡
M-30住居跡
東区西■1包合層

M-21住居跡

出土縄文土器



l    S-18a土 羨
2・ 3・ 6 東区西側包合層
5   谷部包合層
7   s-24a土 羨

4・ 8～ 10 表 採

出土縄文土器・土製品・石器
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l   M-30住 居跡

〔

=亀
 東区西側包合層

5   S-18a土 渡

出 土 石 器



え2麹3為 4

典Ю基1魁

姦
窮

義
‐５
虫
機
籍
Ｌ

丞

為

狙

魏

薄

魚

代9
舟
‐６
盗

農

1～ 22 東区西狽」包合層
23～25 T-32住 居跡
26   F-1墓  渡
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仙台市支化財調査報告書刊行日録

第 1集 天然記念物霊屋下セコイヤ化石林調査報告書 (昭和39年 4月 )
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第14集 栗遺跡発掘調査報告書 (昭和54年 3月 )
第15集 史跡遠見塚古墳昭和53年度環境整備予備調査概報 (昭和54年 3月 )
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第17集 】ヒ屋敷遺跡 (昭和54年 3月 )
第18集 枡江遺跡発掘調査報告書 (昭和55年 3月 )
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第24集  今泉城跡発掘調査報告書 (昭和55年 8月 )
第25集  三神峯遺跡発掘調査報告書 (昭和55年 12月 )
第26集 史跡遠見塚古墳昭和55年度環境整備予備調査概報 (昭和56年 3月 )
第27集 史跡陸奥国分寺跡昭和55年度発掘調査概報 (昭和56年 3月 )
第28集 年 報 2(昭 和56年 3月 )
第29集 那山遺跡昭和55年度発掘調査概報 (昭和56年 3月 )
第30集  山田上ノ台遺跡発掘調査概報 (昭和56年 3月 )
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